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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

（注）25年３月期第３四半期の連結経営成績（累計）は、会計方針の変更に伴う遡及適用後の数値です。そのため、対前年同四半期増減率については記載を行
っておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 102,813 2.5 930 △29.2 980 △28.9 570 △29.9
25年3月期第3四半期 100,258 ― 1,314 ― 1,379 ― 814 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 725百万円 （△12.8％） 25年3月期第3四半期 832百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 51.97 ―
25年3月期第3四半期 74.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 48,819 16,256 33.3
25年3月期 43,420 15,663 36.1
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 16,256百万円 25年3月期 15,663百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 12.00 12.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
通期の対前期増減率は会計方針の変更に伴う遡及適用後の数値です。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 130,000 0.6 1,500 0.4 1,500 0.3 900 △1.9 81.91



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 12,309,244 株 25年3月期 12,309,244 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 1,324,070 株 25年3月期 1,321,094 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 10,987,106 株 25年3月期3Q 10,990,781 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１） 経営成績に関する説明 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及

び連結子会社）が判断したものであります。 

第１四半期連結会計期間より、会計方針の変更を行っており、遡及処理後の数値で前四半期連

結累計期間との比較を行っております。 

 

当第３四半期連結累計期間において、わが国経済は、堅調な個人消費や金融緩和政策の効果な

どにより、順調な回復基調となっております。日銀が発表した12月日銀短観でも、大企業から中小

企業まで幅広く業況が改善、製造業・非製造業ともにプラスとなったと発表されています。 

しかしながら、当業界におきましては、依然として厳しい経済環境が続いております。大幅な

円安やエネルギー価格の上昇などによるコスト高や平成26年４月に導入される消費税増税に加えて

社会保険などの負担増による購買意欲の低下が懸念されており、先行き不透明となっております。 

このような状況の中、当社グループは安定的な成長の確立を目指し、キャッシュ・フロー改善

を軸に「利益志向」の活動を重視してまいりました。独自性のある付加価値を創出し続ける「ユニ

ークな価値創出型企業グループ」を目指して、常に消費者起点で価値のある商品やサービスを提供

し、株主価値を高める高収益体質となることを目標に掲げ、平成26年３月期は中期３ヶ年計画の初

年度として、特に以下の５項目に注力しております。 

 

①  キャッシュ・フロー経営の徹底 

「キャッシュ・フロー経営」を徹底することにより財務体質の強化を図り、企業価値を高めると

ともに株主価値を最大化させてまいります。 

 

②  生産性向上による収益構造の改善 

あるべき生産性の目標を明確に設定し、収益性の高い筋肉質な企業体質を目指して更なる改善

を進めております。 

 

③  マーケティング＆セールス機能の強化 

付加価値の高い新しい中間流通業を目指し、従来のマーチャンダイジング機能にマーケティン

グ機能を付加することにより、「消費者起点」で、顧客のニーズを満たす付加価値の高い品揃え

や売り場づくりなどの提案を強化してまいります。 

 

④  組織実行力の強化 

付加価値の高い商品・サービスを提供するために、マーケティング＆セールス機能の実現を目

指した組織体制の強化を行っております。 

 

⑤  人材育成の更なる強化 

当社独自の人材育成プログラムである『CBCアカデミー』を継続し、広い視野とビジネスセンス

を持つ「志の高いプロフェッショナル集団」を目指して、「階層別人材育成プログラム」等によ

り、一般社員のレベルアップと経営幹部の育成を行っております。 
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第１四半期連結会計期間より、経営環境の変化に鑑み経営数値をより適切に把握して、さらに

付加価値の高いサービスを提供する事を目的に、会計方針の変更を行っております。具体的な内容

は「会計方針の変更」に記載しております。 

 

以上の結果、子会社６社を含めた当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高1,028億１千３百

万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は９億３千万円(前年同期比29.2％減）、経常利益は９億８

千万円（前年同期比28.9％減）、四半期純利益は５億７千万円（前年同期比29.9％減）となりまし

た。 

 

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

日用雑貨事業におきまして、売上高は1,013億１千９百万円（前年同期比2.6％増）、営業利

益は７億６千９百万円（前年同期比32.3％減）となりました。 

物流受託事業におきまして、売上高は13億３千４百万円（前年同期比1.8％増）、営業利益は

１億５千９百万円（前年同期比19.8％減）となりました。 

不動産賃貸事業におきまして、売上高は１億６千万円（前年同期比3.9％増）、営業利益は７

千７百万円（前年同期比6.4％増）となりました。 

 

（２） 財政状態に関する説明 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末比52億８千６百万円増の358億７千６百万円となりました。これ

は主として、受取手形及び売掛金が39億２千８百万円、商品及び製品が18億８千万円増加し、現金

及び預金が１億７千万円、その他に含まれる前渡金が２億８千７百万円減少したことによるもので

あります。 

固定資産は、前連結会計年度末比１億１千１百万円増の129億４千３百万円となりました。これ

は主として、投資有価証券が２億３千７百万円増加し,建物及び構築物が１億１千６百万円減少し

たことによるものであります。 

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末比53億９千８百万

円増の488億１千９百万円となりました。 

 

（負債） 

負債合計は、前連結会計年度末比48億５百万円増の325億６千３百万円となりました。これは主

として、支払手形及び買掛金が33億６千５百万円、短期借入金が14億５千万円増加し、未払法人税

等が２千６百万円、賞与引当金が２億３千２百万円減少したことによるものであります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末比５億９千２百万円増の162億５千６百万円となりました。こ

れは主として、利益剰余金が４億３千９百万円増加したことによるものであります。 
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（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物残高は、６億１千５百万円（前連結会

計年度末比１億７千万円減）となりました。 

当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

 

①  営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動に使用した資金は、13億２千８百万円（前年同期比４億３千２百万円増）となり

ました。これは主に、税金等調整前四半期純利益９億７千３百万円、減価償却費２億８千２

百万円、仕入債務の増加33億６千５百万円、売上債権の増加39億２千８百万円及びたな卸資

産の増加18億５千５百万円によるものであります。 

 

②  投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動に使用した資金は、１億２千３百万円（前年同期比１億２千６百万円減）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得に８千９百万円及び無形固定資産の取得に４千９

百万円を支出したことによるものであります。 

 

③  財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動により調達した資金は、12億８千万円（前年同期比４億９百万円増）となりまし

た。これは主に、短期借入金の増加14億５千万円と配当金の支払１億３千１百万円によるも

のであります。 

 

（３） 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期の連結業績につきましては予想通りに推移しておりますので、現時点におきまし

ては、平成25年５月14日発表の平成26年３月期の連結業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算する方法を採用しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 
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（３） 会計方針の変更 

第１四半期連結会計期間より、経営環境の変化と取引実態に即したより適正な経営成績を表示

するために、会計方針を次の通り変更しております。 

 

（仕入割引及び売上割引に関する会計方針の変更） 

前期まで商品の仕入代金現金決済時に受け取る仕入代金の割引については、営業外収益の仕入割

引として、商品の販売代金現金決済時に支払う売上代金の割引については営業外費用の売上割引と

して処理しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、仕入割引は仕入控除項目として売上原

価に含めて処理する方法に、売上割引は売上高控除項目として処理する方法に変更いたしました。 

当社グループは、中間流通という立場で適正な流通価格の形成への貢献を求められており、より

一層の採算管理を顧客別に徹底する為に、平成25年４月からは適切な売上高及び売上原価を捉えて

顧客別採算管理に反映した上で、顧客との取引条件の決定に利用することとなりました。当該会計

方針の変更はこれを契機に、従来仕入割引としていた金額を仕入価額の控除項目として、売上割引

としていた金額を売上高の控除項目として処理することで、経営環境の変化と取引実態に即したよ

り適正な経営成績を表示する為に行ったものであります。 

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上総利益及び営業利益が

２億７千９百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が４百万円それぞれ増加しております。

また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期

首残高は１千４百万円増加しております。 

 

（納品手数料に関する会計方針の変更） 

前期まで顧客が運営する物流センターを当社が利用する場合の使用料については、販売費及び一

般管理費の納品手数料として処理しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、売上高から控

除する方法に変更いたしました。 

広域量販業者が全国に物流センターを有して生産から販売までの物流全体に関与する傾向が強ま

る中で、当社グループの機能は、中間流通という立場で物流全体を最適化する為に多様化・複雑化

し、従来の店舗納品に加えて物流センターへの納品も恒常化していることから経営管理方法の見直

しを実施し、平成25年４月からは適切な販売価額を捉えて、顧客との取引条件の決定に利用するこ

ととなりました。当該会計方針の変更はこれを契機に、従来販売費及び一般管理費の納品手数料と

していた金額を売上控除項目として処理することで、経営環境の変化と取引実態に即したより適正

な経営成績を表示する為に行ったものであります。 

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上総利益が23億９千６百

万円減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありませ

ん。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 

(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 786 615 

受取手形及び売掛金 19,060 22,988 

商品及び製品 6,353 8,233 

仕掛品 351 283 

原材料及び貯蔵品 82 124 

その他 3,970 3,647 

貸倒引当金 △15 △18 

流動資産合計 30,589 35,876 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,740 3,623 

土地 4,970 4,970 

その他（純額） 196 178 

有形固定資産合計 8,906 8,773 

無形固定資産   

その他 257 234 

無形固定資産合計 257 234 

投資その他の資産   

投資有価証券 2,011 2,249 

その他 1,713 1,736 

貸倒引当金 △58 △50 

投資その他の資産合計 3,666 3,935 

固定資産合計 12,831 12,943 

資産合計 43,420 48,819 
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(単位：百万円)

前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 

(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,233 16,598 

短期借入金 9,449 10,900 

未払法人税等 202 176 

賞与引当金 404 172 

役員賞与引当金 22 － 

返品調整引当金 36 19 

その他 2,171 2,409 

流動負債合計 25,520 30,276 

固定負債   

退職給付引当金 210 199 

役員退職慰労引当金 468 482 

資産除去債務 444 450 

その他 1,113 1,153 

固定負債合計 2,236 2,286 

負債合計 27,757 32,563 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,608 1,608 

資本剰余金 1,321 1,321 

利益剰余金 12,657 13,096 

自己株式 △334 △335 

株主資本合計 15,252 15,690 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 411 566 

その他の包括利益累計額合計 411 566 

純資産合計 15,663 16,256 

負債純資産合計 43,420 48,819 

中央物産㈱ （9852） 平成26年３月期 第３四半期決算短信

- 7 -



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

 四半期連結損益計算書 

 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

売上高 100,258 102,813 

売上原価 87,584 91,603 

売上総利益 12,673 11,210 

販売費及び一般管理費 11,359 10,280 

営業利益 1,314 930 

営業外収益   

受取利息 10 10 

受取配当金 34 36 

保険解約返戻金 － 24 

デリバティブ評価益 － 31 

その他 105 22 

営業外収益合計 151 125 

営業外費用   

支払利息 68 58 

デリバティブ評価損 13 － 

その他 3 16 

営業外費用合計 86 75 

経常利益 1,379 980 

特別利益   

固定資産売却益 0 － 

ゴルフ会員権売却益 － 9 

特別利益合計 0 9 

特別損失   

投資有価証券評価損 9 16 

ゴルフ会員権評価損 3 － 

その他 6 － 

特別損失合計 19 16 

税金等調整前四半期純利益 1,361 973 

法人税等 546 402 

少数株主損益調整前四半期純利益 814 570 

少数株主利益 － － 

四半期純利益 814 570 
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 四半期連結包括利益計算書 

 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 814 570 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 18 154 

その他の包括利益合計 18 154 

四半期包括利益 832 725 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 832 725 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,361 973 

減価償却費 304 282 

負ののれん償却額 △27 － 

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － △9 

有形固定資産売却損益（△は益） △0 － 

投資有価証券評価損益（△は益） 9 16 

ゴルフ会員権評価損 3 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 △4 

賞与引当金の増減額（△は減少） △201 △254 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5 △10 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 13 

返品調整引当金の増減額（△は減少） △10 △16 

受取利息及び受取配当金 △45 △46 

支払利息 68 58 

売上債権の増減額（△は増加） △3,632 △3,928 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 2 3 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,695 △1,855 

仕入債務の増減額（△は減少） 3,461 3,365 

その他 298 511 

小計 △92 △902 

利息及び配当金の受取額 51 49 

利息の支払額 △68 △58 

法人税等の支払額 △786 △416 

営業活動によるキャッシュ・フロー △895 △1,328 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △209 △89 

有形固定資産の売却による収入 17 5 

無形固定資産の取得による支出 △25 △49 

投資有価証券の取得による支出 △34 △35 

投資有価証券の売却による収入 6 － 

ゴルフ会員権の売却による収入 － 22 

その他 △5 23 

投資活動によるキャッシュ・フロー △249 △123 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,050 1,450 

配当金の支払額 △131 △131 

自己株式の取得による支出 △0 △1 

リース債務の返済による支出 △46 △37 

財務活動によるキャッシュ・フロー 871 1,280 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △274 △170 

現金及び現金同等物の期首残高 939 786 

現金及び現金同等物の四半期末残高 664 615 
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（４） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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